


　いま自分の前にいる人、起こっていること、立っている場所を見つめ、「語り」に触れることは、直接には体験できない過去の災
害で起こったことを知ったり考えたりするきっかけになります。本号で紹介した災害の記憶をつなぐさまざまな試みが、みなさ
まのこれからの学びに役立つことを願っています。

　語り手になるのは、震災を体験した人、被災地域に暮らす人など。聞き手になるのは、修学旅行生や観光客など地
域に訪れた人、震災当時小さかった地元の小中学生などさまざまです。災害発生から復興に至る過程で、その場に
いなかった人、覚えていない人へ体験を伝える「語り」が多いものの、地元の方々だけで語り合いを行っていた例も
あります。
　東日本大震災の被災地にある閖上の記憶では、閖上中学校で亡くなった生徒さんの遺族の方々を中心に地元住
民による語り部の会が行われました。語ることによって、地震の記憶や気持ちを整理するのが目的です。現在は外部
からの参加者も受入れ、共に学ぶ場にもなっています。公益社団法人みらいサポート石巻が行っている「震災の語り
部」プログラムは、災害ボランティアとして訪れた外部の方々へのお礼として体験を話していたことをきっかけには
じまりました。

人

　「語り」には聞く場所が必要です。現地で語り部さんと出会う、出張語り部さんを招く場合もあります。講演会のよ
うに大きな会場でたくさんの人が聞く場合や、少数で語り部さんを囲んで聞くこともあります。東日本大震災の被
災地では、語り部さんが観光バスに同行して被災地を回るツアーがあり、タクシーの運転手さんが語り部となって現
地を案内する「語り部タクシー」の認定制度も設けられています。中越の山古志村の震災復興資料館でもある郷見
庵（さとみあん）は、震災復興への支援に対して、訪れた方にありがとうを伝える場として存在しています。お客さん
を出迎える施設であり、あえて「語る」といわなくても、お茶を片手に土地の話をすると、自然に、震災時の話が登場
する場所です。

場所

　体験談を語ることはもちろんですが、そのなかで写真などの資料を見せる、語る様子の映像を見る、音声を聞く
など、「語り」にもさまざまな形があります。
　人と防災未来センターでは、語り部さんから直接話を聞くほかにも、体験の聞きとりインタビューや、地震当時子
どもだった世代が語るユース語り部の映像を見ることもできます。中越の「おぢや震災ミュージアム そなえ館」では、
館内にあるスポットで端末をかざすと体験談を聞くことができる仕掛けがあり、「大船渡津波伝承館」では、オリジ
ナルの紙芝居を用いたお話も行われています。災害を体験した本人が語ることができない場合、インタビュー映像
や手記、作品などは時間と空間をこえて、伝えるツールとなります。見せ方を工夫したり、体験のほかに一般的な事
実（被害の数字等）も語りに含めるなど、わかりやすく語る取り組みも見られます。震災を体験していない者による
「語り」の取り組みとして、神戸学院大学現代社会学部社会防災学科の舩木ゼミでは、学生が語り部さんから聞いた
「語り」をもとに教材を作成しています。教材は小中学校への出前授業などで使用し、震災を知らない学生からさら
に下の世代である子どもたちへと「語り」を継いでいます。

方法

・ 人と防災未来センター語り部ワークショップ  2017年2月より毎月17日に開催中！
　「語り部コーナー」で語り部さんの講話を聞いてみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（毎月17日はセンターへの入館が無料です）

・ DVD「ＫＡＴＡＲＩＢＥ 」              語り部ＫＯＢＥ1995×神戸学院大学舩木ゼミ発行★
・ DVD「阪神・淡路大震災～ろうあ者の1.17～」  （手話版・字幕版）
・ DVD「ありがとう」                 山越住民会議発行2008年★
・ DVD「1000年の山古志」       「1000年の山古志」 制作委員会発行2009年
・ 図 書「16歳の語り部」  　　　　雁部那由多  津田穂乃果  相沢朱音  佐藤敏郎  ポプラ社2016年
・ DVD「震災を語り継ぐ人びと」  宮城県名取市発行2015年★
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★資料室で貸出可能

イベント

図書・映像

語り継がれる災害の記憶

い学生からさら

　人の活動によって、災害の記憶をつなぐことは行われます。碑を立てる、資料を残す、展示施設をつくるなど、ものを残すほか
に、体験を語り継ぐこともそのひとつです。人と防災未来センターでは、ボランティアスタッフが語り部さんとして活動しています。
　本企画展の実施にあたって、各所で語り部活動が行われているグループや施設をいくつか見てみました。防災・減災学習の場
で「語り」が用いられることは多く、今回とりあげた３つの地域でも、語りとともに、まち歩きや震災学習のプログラムが用意されて
いるところもあります。土地を知るときに、歴史のなかのひとつとして災害の記憶に触れる場合もあれば、防災学習を目的として
災害の記憶に手が伸ばされることもあります。

「語り」に触れてみよう！「語り」に触れてみよう！



　このコーナーでは、文献・歴史資料を収集・公開している機関・施設を紹介しています。

　東日本大震災では、仙台市民図書館「３．１１震災文庫」です。ここでは、出版社から公刊さ
れている東日本大震災関係の書籍は開架で公開。オリジナルが1つしかない書籍や調査
報告書、避難所やボランティア団体などで出されたローカルメディアなどは閉架図書・資
料としています。特に収集が困難な民間の企業や団体、個人が作成した資料を重点的に収
集しています。これらの資料はできるだけ原資料で公開できるように整理し、デジタル
アーカイブとの棲み分けを図っています。

　新潟県中越地震では、長岡市立中央図書館文書資料室です。この資料室は、郷土の歴
史史料を未来に伝えるため、市域の古文書や関係する図書・歴史公文書などを収集・保存
しています。文書資料室では、新潟県中越地震発生直後から「歴史的資料の救済」と「震災
関連資料の収集」を二本柱とした災害対応を行ってきました。収集・保存した「被災歴史資
料」と「災害復興関連資料」を再編成し、2014年10月、「長岡市災害復興文庫」を開設しま
した。将来的には、災害関係の歴史公文書を加え、三本柱にすることを目標としています。

　阪神・淡路大震災では、神戸大学震災文庫です。神戸大学附属図書館では、災害復興や
地震研究・防災対策などのため、震災にかかわる資料を広く収集し、1995年10月に「震災
文庫」として、公開を始めました。震災文庫の収集資料は、印刷資料のほかに、電子資料
（CD-ROM等）・ビデオ・録音カセット・マイクロ資料・写真・地図など多岐にわたります。ま
た、震災文庫では、デジタル化を積極的に行い、公聞しています。2009年1月より、震災文
庫と、人と防災未来センタ－所蔵の図書資料の横断検索が実現し、2012年3月には兵庫
県立図書館が参加し、3館の震災資料が一括で検索できるようになっています。

2016年度企画展

集める・残す――文字資料にみる災害

　このコーナーでは、「モノ資料」を収集している機関を紹介しています。

　東日本大震災では、リアス・アーク美術館です。ここは、宮城県気仙沼地域の「食」を軸と
して歴史、民俗資料を紹介する「方舟日記」、東北・北海道在住の作家を中心とした「収蔵美
術作品展」を常設展示するアークギャラリー、「東日本大震災の記録と津波の災害史」と題
し記録資料などを展示する企画展示室などの複合的機能から成っています。
　東日本大震災後は津波被災物の収集・保存を本格的に行っています。また、災害の展示
だけ見ても、地震・津波災害がどのようなものであったか、歴史的視点では理解できない
ので、歴史・民俗常設展示と災害展示をセットとして展示を構成しています。

　新潟県中越地震では長岡震災アーカイブセンター「きおくみらい」です。この施設では、
被災地である中越地域を情報の保管庫とする「中越メモリアル回廊」の入口として、震災の
被害から復興の軌跡まで、膨大な情報が集められています。シアターでは中越地震の映像
と関係者のインタビューで構成された発災から復興までの記録を上映しています。施設の
床には中越地震発生から数日後の航空写真があります。iPadを持ち、その上を歩くと画面
上に3Ｄのアイコンが出現します。それにふれれば、どこでどんな被害があったかなど、資
料が表示されます。

　阪神・淡路大震災では北淡震災記念公園です。公園内にある野島断層保存館は大震災
時に地表に現れた野島断層を館内にそのまま保存・展示し、解説しています。また、第二次
世界大戦の神戸大空襲や阪神・淡路大震災に耐えた神戸市長田区の防火壁を移築した
「神戸の壁」、民家の敷地内を横切る断層や地震発生直後の建物の様子をそのまま紹介す
る「メモリアルハウス」、地震の仕組みや津波のシミュレーション映像など地震を学べる「グ
ラグラボ」、阪神・淡路大震災と東日本大震災の揺れの違いが体験でき、震災や津波につ
いての映像も上映する「震災体験館」が併設されています。

見せる――非文字資料にみる災害

2017年
1月11日（水）→3月26日（日）
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長岡市立中央図書館文書資料室

リアス・アーク美術館

きおくみらい

北淡震災記念公園

展 2
1 「災害の記憶をつなぐこと」
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